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２
月
２８
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
安
田

ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
を
メ
イ
ン
会
場

に
「
土
佐
の
町
家
雛
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
地
域
で
大
切
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
雛
人
形
を
観
賞
し
な
が

ら
、
歴
史
と
風
情
の
あ
る
町
並
み
を
散

策
し
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
高
知
東
海

岸
町
並
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
主
催

し
、
今
年
は
安
芸
市
・
安
田
町
・
田
野
町
・

奈
半
利
町
・
北
川
村
・
馬
路
村
魚
梁
瀬
・

室
戸
市
吉
良
川
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
今
回
が
１３
回
目
の
開
催
。

安
田
ま
ち
な
み
雑
踏
衆
が
主
体
と
な
り
、

１０
カ
所
の
会
場
で
伝
統
的
な
人
形
や
手

作
り
の
雛
飾
り
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
園
児
の
元
気
な

歌
声
の
披
露
や
、
恒
例
と
な
っ
た
軍
鶏

鍋
の
販
売
な
ど
、
訪
れ
た
方
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

土
佐
の
町
家
雛
ま
つ
り

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町

長室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さまのご意見をお聞かせください。

4月の「町長室開放日」及び
「町長中山支所勤務日」について

　◆町長室開放日　　4月23日（火） 　◆中山支所勤務日　　4月24日（水）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後 ２：００から ５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。
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　新庁舎建設事業は、設計業務が完了し、４月１日から現地の建設工事に取りかかっています。

　新庁舎の完成は２０２０年の６月ごろを予定しており、旧庁舎の取り壊しや駐車場等の整備を含め、２０２０年内には全て

の工事を完了する予定です。

　町道の通行止めや工事車両の往来など、特に周辺にお住まいの方や安田小学校関係者には大変なご不便やご迷惑をお

かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

春の全国火災予防運動

『忘れてない？サイフにスマホに火の確認』

新庁舎建設工事が始まりました新庁舎建設工事が始まりました

　
町
消
防
団
は
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
「
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
、
町
内
３
分
団
か
ら
ポ
ン
プ
車
や
積
載
車
が

参
加
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
町
内
を
巡
回
し
ま

し
た
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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平成31年度　安田町補助事業・福祉サービス等一覧

・防災、減災（南海トラフ地震対策等）　問い合わせ先：役場総務課　☎38－6711　FAX38－6780

事業名

木造住宅耐震診断
士派遣事業

耐震設計費補助事
業

耐震改修補助事業

ブロック塀改修費
補助事業

老朽住宅除却事業

安田町家具転倒・
ガラス飛散等防止
対策推進事業

内　容

県認定の診断士によって住宅の耐震性を測定する（診
断料無料）

耐震診断士による設計に係る費用について上限305
千円の補助を行う

耐震診断士の設計に基づく改修に係る費用について
上限1,225千円の補助を行う

倒壊の危険性のあるブロック塀の除去やフェンス等へ
の改修に対して上限205千円の補助を行う

倒壊の危険性のある住宅の除却に係る費用に対し上
限1,645千円の補助を行う

1世帯につき、上限10千円として金具等購入費を補助
し、最大4台まで取付サポートを実施する
1世帯につき、上限12千円としてフィルム購入費を補助
し、最大6㎡まで貼付サポートを実施する
※購入から取付までを委託により実施するので、申請者
は町への申請のみ

対　象

昭和56年5月31日以前に建てられた木
造住宅

上記耐震診断によって、耐震性が低いと
診断された住宅

避難路沿いにあり、傾き、ひび割れ等の
著しいブロック塀

避難路沿いにある倒壊の恐れがある老
朽住宅

町内に居住する全世帯

・福祉（高齢者福祉等） 問い合わせ先：役場町民生活課　☎38－6712　FAX38－6780

事業名

福祉ハイヤー事業

老人日常生活用具
等普及事業

緊急通報体制等整
備事業

高齢者等配食サー
ビス事業

在宅介護手当支給
事業

在宅高齢者訪問理
美容サービス事業

内　容

対象者１人に、年間7千円を助成（チケット500円券14
枚綴り）

防火関係の用具を給付
（品目：電磁調理器、火災報知器、自動消火器）

老人福祉電話機を貸与

緊急時に適切な対応を行うために、緊急通報装置を設
置（貸与、利用料は無料）

毎週月～金曜日（祝日、年末年始を除く）昼食の弁当を
自宅に配達（一食400円、副食おかずのみは300円）

在宅で介護をしている方に、在宅介護手当を支給（月額
10千円を毎年9月と3月の2期に分けて支給）

居宅を訪問して理美容サービスを提供（出張費の助成）
利用回数：年間6回まで（散髪代は自己負担）

対　象

対象者（4月1日において、80歳以上の者のみ
で構成される世帯等の諸要件を満たす方）に
ついては別途通知済み

長期にわたって寝たきりの高齢者や、ひと
り暮らしの高齢者の方など

おおむね65歳以上のひとり暮らしの方で
安否確認の必要があり、現に電話機を
保有しない低所得の方

おおむね65歳以上のひとり暮らしの方、高齢
者のみの世帯に属する高齢者の方または、
ひとり暮らしで身体に重い障がいのある方

介護認定を受けた方や、おおむね65歳
以上の方で、食事サービスが必要と認め
られる方

家庭で長期にわたり寝たきりになってい
る方や、認知症などで常時介護を必要と
する方を介護している方

65歳以上で、要介護度4以上の認定を
受け、理美容所でサービスを受けること
が困難な方

・移住、太陽光発電　問い合わせ先：役場地域創生課　☎38－6713　FAX38－6780

事業名

Ｕ・Ｉターン希望者住
居改修事業

空家活用促進事業

内　容

個人が所有する住宅の改修費用、荷物の処分等に対
して上限1,000千円の補助を行う

町と中期にわたって持ち家の賃貸借契約を締結し、町
が改修を実施したうえで、移住・定住者向け住宅として
貸し出す

対　象

Ｕ・Ｉターン希望者及び移住希望者に住
居を提供しようとする方

空家を活用し、移住・定住希望者に住居
を提供しようとする方

・環境衛生　問い合わせ先：役場町民生活課　☎38－6712　FAX38－6780

浄化槽設置整備事業
町内で合併浄化槽を設置する方に補助を行う（設置す
る浄化槽の規模により補助金額が異なります）

町内で合併浄化槽を設置する方

事業名 内　容 対　象
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　町子どもの夢実現事業実行委員会では、「安田朗の仲間（ゆるキャラ®※）

をつくりたい」という大和田春さんの夢を採用。その夢をかなえ、安田中

学校イメージキャラクター「あんこ（安子）ちゃん」ができあがりまし

た。

　生徒たちがデザインを考え、その中から齊藤愛さんの作品をもとに制作。

授業で使用するノートや、部活動等の応援幕を作製し、安田中学校を応援

するキャラクターとして活躍していきます。

　３月４日、東新町にお住まいの松本謹吾さんから本

県出身の日本画家「公文菊僊」が描いた掛軸をご寄附

いただきました。

　公文菊僊は、坂本龍馬をはじめ、武市半平太や中岡

慎太郎ら同郷の維新の志士を多く描いています。中で

も龍馬の絵は、昭和初期に高知に銅像が建てられたこ

とを機に龍馬ブームが起き、肖像画を求める人が多

かったことで描き始めたといわれています。上部には、

同じく本県出身の書家「中島気崢」の筆で日露戦争の

開戦に当たり、昭憲皇太后（明治天皇の皇后）の夢枕

に龍馬が立ち勝利宣言した、との内容の漢詩が書かれ

ています。

　今後は、この善意を敬重し郷土の先人の貴重な歴史

的遺産として保存するとともに、安田まちなみ交流館・

和での展示など有効に活用していきたいと考えていま

す。貴重な作品をご寄附いただき、誠にありがとうご

ざいました。

掛軸「公文菊僊欽写 坂本龍馬像 中島気崢賛」を
ご寄附いただきました

掛軸「公文菊僊欽写 坂本龍馬像 中島気崢賛」を
ご寄附いただきました

安田中学生の「夢」がかないました安田中学生の「夢」がかないました

平成30年度安田町子どもの夢実現事業

よろしくお願いします。

齊藤さん（左）と大和田さん（右）

全校みんなで取り組みました クリアファイルを作りました！

きくせん

き そう

※「ゆるキャラ」は、みうらじゅんの著作物であると共に扶桑社、及びみうらじゅんの登録商標です。
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体験型観光の先進地！立役者 蒲 勇介さんの講演
　３月３日、高知県東部観光協議会主催で岐阜県の長良川おんぱくから小規模な

体験プログラムを短期間に集めて行う「オンパク手法」の伝道師 蒲 勇介さんを講師

にお招きし、講演会を開催しました。中芸の体験型イベント「ゆずＦｅＳ」もこのオンパ

ク手法を用いて開催していて、冒頭にはゆずＦｅＳリーダーの森 大樹さんより過去に

開催した中芸の体験プログラムを紹介いただきました。

　講演会では、長良川おんぱくによって地域の資源や

人材を見つけることができ、若者がやりたいことを試せるプラットフォームにすることも

できたことなど、どのようなことを実践してきて、どんな変化があったのか、苦労話も交

えながらお話しいただけました。

　蒲 勇介さんの取り組みから、このオンパクの輪は全国で大きく広がっていて、高知

県では中芸地域や佐川町でも開催され、高知県内外から多くの方にご参加をいただ

いています。

日本遺産中芸５町村の若手職員研修！
　２月１３日、観光未来プランナーであり、㈱ＡＮＡシニアアドバイザーを務める丁野 朗先生を

講師にお招きし、中芸地域の課題を考え、その克服にはどんな事業ができるのか、中芸５町村の

若手行政職員から、ワークショップを通して計画した事業を発表していただきました。このワーク

ショップは中芸地域の文化や伝統、ゆずと森林鉄道のストーリーが認定されている中芸の日本

遺産について、より理解し、考えを深めることで、若手職員のスキルアップと共に日本遺産の発

展につながっていくことを目的としたものです。

　今回ワークショップで作成した事業計画は、３月１８日にも「中芸みんなの日本遺産

シンポジウム」で発表していただきました。

　今後もこのような活動を通して、日本遺産の持続的な活用や地域の発展に生かして

いきたいと思います。

　　　　　　 であなただけのイベントをつくろう！
　ゆずフェスというイベントをご存じでしょうか？中芸地域の資源を使った、小さなプログラムを短期間であつめて開
催します。過去には「こんにゃくづくり体験」や「ダム見学ツアー」など中芸の魅力の詰まったプログラムを開催してい
ます。あなたのやってみたいことはありませんか？「第４回ゆずフェス」は今年８月ごろを予定しています。誰でも自分だけ
のプログラムをつくることができるチャレンジの場となっていますので、お気軽に下記問い合わせ先にご連絡ください！

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（中芸広域体育館内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866
　　　　　　　E-mail  yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

　　　　　　　HP　http://yuzuroad.jp/　 「ゆずとりんてつ」で検索

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.21～
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～中山はどんどん元気になりゆうで～

安田町ふるさと応援隊・4月のお便り安田町ふるさと応援隊・4月のお便り

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
         ☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

　２月２３日、『中山を元気にする会』で中土佐町へ視察研修に行ってきました。大正町市場で

お昼を取った後、観光拠点施設「ぜよぴあ」で事務局をされている田口さんから市場の現状や

抱えている問題、その解決に向けての活動などのお話を聞かせていただきました。

 田口さんは「大正町市場のＰＲ」に力を入れていることを語

られていましたが、「私たちもただ活動するだけではなく、

もっとその活動をＰＲしなければ」と感じました。

中土佐町へ視察研修に行ってきました！

徒然なかやま
つれ  づれ

☆中山健康教室開催中☆ 

　内容は「ピラティス」という健康体操です。

　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動

です。日程は４月２２日（月）、時間は１９：００～２０：００です。場所は集落活動センターなかやまの活動室です。参加

費は無料、運動のできる服装で、床に敷く用のバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。

☆おしゃべりバスの運行増加のお知らせ☆

毎月１回行っている「おしゃべりバス」の運行回数が、１回→２回に増えます！

来月の５月から開始する予定ですので、ぜひご乗車ください！

☆コミュニティカフェ・よってん屋の営業日☆

よってん屋の4月の開催は、4月19日（金）です。

ご予約も受付していますので、お気軽にご連絡ください。

営業時間10：00～15：00

•あんたろうを通して安田町を応援しています。

•安田町の皆様が行政と一緒になっておられる様子が実感できます。

•安田町のトマト最高です。

•高校生の娘からのリクエストで昨年に引き続き今年も２回目の寄付です。

•毎年こちらのトマトを注文していたので、定期便ができ嬉しいです！

•子どもが元気に育つ町になってください。

•おいしい果物たくさんつくってください！

•豊かな自然と昔ながらの街並みの維持を応援したく、寄付させていただきます。

•ＨＰを拝見しました、いつかお邪魔してみたいと思いました。

•ポンカンとてもおいしかったです。ですからもう一度寄付します。

•安田朗を通して安田町のことを知りました。安田朗を活用した地域のＰＲ活動や、まちおこしの活動を応援し

ております。

•住み良さそうな町ですね。今度ＧＷに行ってみます。

•あんたろう大好きです。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

平成31年2月の
応援メッセージ
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　２月１６日、１７日の２日間、東京都西日暮里で開

催された「こうち食堂～やすだじかん～Ｖｏｌ.２」

に参加しました。

　この催しは、昨年９月以来２回目の開催で、両日

とも夜の部は安田町産や高知県産の食材を使った

色鮮やかなプレート料理の提供、１７日昼の部は「田

舎寿司作り体験」が行われ、安田町のゆず酢のき

いたおいしい料理、楽しい時間を参加者に体験し

ていただきました。

　３月９日、１０日は熊本県で開催された「くまモン誕生祭２０１９」

に参加しました。

　九州・熊本県に安田朗くんが参加するのは１年ぶりで、安田朗

くんのグリーティングの時間には、「いつも写真で見てました！

やっとあえて嬉しい」「１年ぶりだ～！相変わらず大きくてかわ

いいね！」などの声がけをたくさんいただきました。

　安田朗くんが背中に背負っている自然薯に興味を示す人が多

く「自然薯が大きい！」「安田町のナスはおいしいの？」との声

も聞かれました。

　ステージでは安田町の特産品や観光の紹介を行い、来場された多くの方に安田町のＰＲを行ってきました。

　また、２４日は、高知市にあるセレクトショップ

「てんこす」で開催された、高知市観光ＰＲキャラ

クターなるまちゃん主催の「なるまカフェ２０１９」

に参加しました。

　安田朗くんは昨年に続いての参加で、今年は安

田町産のトマトを来場者の皆さんに食べてもら

い、町の特産品を使った商品や、グッズも大好評

でした。

安田朗くん安田朗くん
Holá とはスペイン語で、「こんにちは」という意

味です。

2月、3月
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　春は、何かと忙しかったり、新しく環境が変わったりする季節です。知らない間にストレスがたまっていません

か？また、あなたの周囲に、最近様子が気になるような人はいませんか？こころが疲れていても、本人がそのこと

に気が付いていない場合もあります。自分自身や、大切な人のこころのＳＯＳに気が付いてあげることが大切です。

＜食事＞

　家族や友人と一緒においしいものを食べると、気持ちが楽しくなってきますね。ビタミンやミネラルなどの

栄養素が不足すると、イライラや不安、集中力の低下を招きやすくなるので、しっかりとバランスのとれた食

事をとることが大切です。

ストレスに強くなる栄養素

●　ビタミンA・カロテン　：　うなぎ、レバー、卵黄、緑黄色野菜、海苔　など

●　ビタミンB1　：　豚肉、玄米、納豆、落花生、しいたけ　など

●　ビタミンC　：　イチゴ、キウイ、じゃがいも、さつまいも　緑茶　など

●　カルシウム　：　牛乳、チーズ、ヨーグルト、しらす干し、ひじき　など

●　マグネシウム　：　アーモンド、そば、胚芽、ココア　など

＜安眠＞

安眠するための工夫

・ 寝る前にぬるめのお風呂に入る

・ ストレッチなどをして体をリラックスさせる

・ 寝る前に仕事のことは忘れる

・ 昼間に体を動かす　など

＜趣味・スポーツ＞

　スポーツをしたり、仲間と楽しくおしゃべりをしたりと、自分なりの楽しみを見つけて、気分転換をしま

しょう。特にスポーツは、ストレスに対する抵抗力を高め、ほどよい疲れが快適な睡眠を促すためおすすめで

す。

健 康 手 帳

　こころの健康

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

ストレスとうまくつきあう方法

思い当たることはありませんか？

　□　悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分がする □　飲酒量が増えた

　□　仕事や家事がなかなか手につかない □　遅刻や早退、欠勤が増えた

　□　人との交流を避けるようになった □　夜眠れない日が続く

　□　体調が悪いと話すようになった □　食欲がない

　□　肩こりや頭痛がひどくなった □　めまいや立ちくらみがあった

　□　ぼーっとしていることが多い □　風邪をひきやすくなった

　寝酒は、睡眠の質が悪くなり途

中で目が覚めるなどして、かえっ

て睡眠障害を悪化させるため、よ

くありません。

注意
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
期
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
訪
問
に
よ

り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て

督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、※

納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
生

活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負

う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
生
活
課

　☎
3
8
–
6
7
1
2

              

　F
A
X 
3
8
–
6
7
8
0

南
国
年
金
事
務
所

　☎
0
8
8
–
8
6
4
–
1
1
1
1

              

　F
A
X 

0
8
8
–
8
6
3
–
1
0
1
9

平成31年4月分から平成32年3月分までの国民年金保険料は、月額16，410円です。

夏休み海外研修交流事業参加募集夏休み海外研修交流事業参加募集夏休み海外研修交流事業参加募集

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、９コースの参加者を募集しています。体験を通して、お互いの理解や交流

を深め、国際性を養うことを目的に実施します。おひとりでご参加になる方が７割以上、はじめて海外へ行かれる方が

多く、全国から参加するお友達との出会いも楽しみのひとつです。仲間づくりの指導もございますので、安心してご参

加いただけます。

 内　　容 　ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・英語研修・地域見学・野外活動など

 研 修 先 　イギリス・オーストラリア・カナダ・シンガポール・フィジー

 日　　程 　７月２６日（金）～８月２０日（火）８～１８日間 ＊コースにより異なる

 対　　象 　小３～高３の方まで　＊コースにより異なる

 説 明 会 　全国１０都市、５月　＊入場無料・予約不要

 参 加 費 　３６万円～６５万円

 締　　切 　５月２４日（金）および６月７日（金）＊コースにより異なる

 問い合わせ・資料請求先

　　 　　　 公益財団法人  国際青少年研修協会

　　 　　　 住所　　〒１４１－００３１

　　　 　　 　　　　東京都品川区西五反田７－１５－４

　　　 　　 　　　　　☎ ０３－６４１７－９７２１　　　Ｅ-ｍａｉｌ   ｉｎｆｏ@ｋｓｋｋ.ｏｒ.ｊｐ

　　　 　　 　　　　ＦＡＸ ０３－６４１７－９７２４　　　ＵＲＬ  ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋｓｋｋ.ｏｒ.ｊｐ

小学生～高校生のための
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（　　）

（　　）

（　　）

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

３１年

３０年

増減

３１年

３０年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　　　　者

物　　　　　　損

人

　
　
　身

１３５

１６９

△３４

２７７

３０２

△２５

２

４

△２

５

８

△３

６

９

△３

１１

１５

△４

１

０

１

１

０

１

５

１５

△１０

１２

２２

△１０

１

１

０

４

１

１

０

８

２月計

１２７

１４７

△２０

２５４

２７６

△２２

交通事故の概況
（平成３１年１月１日～２月２８日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は２月発生件数

（　）内は２月発生件数

※１、２は物損を除く

社協あったかふれあいセンター事業　4・5月の予定　　

１０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

１０：００～１４：００

１０：００～１５：００

１０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

１０：００～１２：００

１０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

時　間場　所

保健センター

東島老人憩いの家

集落活動センターなかやま

ふれあいセンター

保健センター

唐浜老人里の家

福祉館

ふれあいセンター

間下集会所

中村東集会所

保健センター

せせらぎの郷小川

不動集会所

和田集会所

唐浜老人里の家

東谷集会所

　あったかふれあいセンターは、どなたでも参加できま

す。

（問い合わせ先）

　町社会福祉協議会　

　☎３８－５５００　FAX38－6878（担当：竹内）

安田さくら園との交流の様子

☆射場集会所で地域の体操が始まりました。（毎週水曜日13：30～） 

 

 

◎５月３０日（木） 「ゆずみどり」との交流〔北川村保健センター　9：30～〕
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光
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3月定例会

第 157 号

　3
月
5
日
開
会
。
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
全
5
会

計
の
平
成
31
年
度
当
初
予
算
等
、
15
議
案
を
審
議
、
1
人
が
一
般
質
問
を

行
い
8
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

執
行
方
針
等
（
概
要
）

新
年
度
に
向
け
た

主
要
施
策
の
概
要

業
と
し
て
、
西
ノ
川
地
区
ろ
過
施

設
の
更
新
を
実
施
す
る
。

　
安
心
・
安
全
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

推
進
し
、
自
然
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
や
砂
防
対
策
事
業

等
を
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
新
た
に
警
戒
区
域
等
の

指
定
を
県
が
行
う
こ
と
か
ら
、
指

定
の
目
的
や
災
害
に
備
え
る
事
前

対
策
に
つ
い
て
、
指
定
区
域
の
住

民
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
南
海
地
震
対
策
は
、
木
造
住
宅

の
耐
震
化
や
避
難
誘
導
灯
の
設
置
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
線
建
物
耐
震
化

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
情
報
伝
達
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
防
災
行
政
無
線
は
、
平

成
３４
年
に
ア
ナ
ロ
グ
電
波
利
用
期

限
を
迎
え
、
屋
内
と
屋
外
子
局
を

含
め
た
す
べ
て
の
施
設
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
情
報
伝
達
の
強
化
を
図

る
。

　
安
田
川
分
水
問
題
は
、
安
田
川

分
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
、
平
成

３０
年
度
か
ら
の
分
水
関
連
諸
対
策

事
業
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
、
西
島
地
区
護
岸
整
備
の
早
期

完
成
や
河
川
環
境
の
改
善
、
森
林

　
国
の
地
方
財
政
対
策
、
県
予
算

と
も
に
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
を

背
景
に
新
た
な
経
済
対
策
へ
の
対

応
、
子
育
て
支
援
対
策
と
地
方
創

生
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
政
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
情
勢
推
移

を
見
極
め
な
が
ら
、
財
政
の
健
全

化
を
念
頭
に
時
宜
を
得
た
対
応
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
町
総

合
振
興
計
画
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
基
本
に
、

町
民
の
希
望
や
望
む
ま
ち
の
将
来

像
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
聞

き
、
感
じ
、
考
え
、
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
次
の
重
点
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

◆
自
然
と
共
存
し
た
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
◆

　
ご
め
ん
・
な
は
り
線
は
、
引
き

続
き
安
全
輸
送
設
備
の
整
備
や
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
等
に
つ

い
て
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
あ
き
総
合
病
院
前
の

新
駅
は
、
平
成
３２
年
度
中
の
開
業

に
向
け
具
体
的
な
協
議
に
入
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
西
島

高
架
橋
の
耐
震
工
事
を
実
施
し
、

平
成
３２
年
度
ま
で
に
町
内
の
高
架

橋
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
。

　
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
は
、

公
共
交
通
空
白
地
域
を
主
体
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
ハ
イ

ヤ
ー
車
両
の
実
証
運
行
を
行
い
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
に

向
け
た
検
証
を
進
め
て
い
く
。

　
道
路
整
備
は
、
国
道
を
は
じ
め

基
幹
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
年

次
的
、
計
画
的
に
そ
の
対
応
を
図
っ

て
お
り
、
地
域
高
規
格
阿
南
安
芸

自
動
車
道
「
奈
半
利
〜
安
芸
間
」

に
つ
い
て
、
ル
ー
ト
帯
案
が
決
定

さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
早
期
の
道
路
整
備
実

施
を
地
域
住
民
や
関
係
市
町
村
が

一
丸
と
な
り
、
国
や
関
係
機
関
に

対
し
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

　
主
要
地
方
道
安
田
東
洋
線
の
整

備
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
整

備
さ
れ
る
よ
う
、
期
成
同
盟
会
で

要
望
活
動
を
行
い
、
県
道
災
害
時

の
迂
回
路
と
し
て
活
用
で
き
る
森

林
管
理
道
中
芸
北
上
線
の
早
期
開

通
と
あ
わ
せ
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
移
住
促
進
対
策
は
、
空
き
家
の

ス
ト
ッ
ク
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

空
き
家
改
修
に
か
か
る
支
援
の
継

続
と
中
間
保
有
に
よ
る
空
き
家
改

修
を
実
施
し
、
人
口
の
社
会
増
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　
ま
た
、
安
田
駐
在
所
北
側
に
建

設
し
た
移
住
促
進
住
宅
は
、
お
試

し
滞
在
施
設
と
あ
わ
せ
、
住
宅
や

仕
事
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
短

期
滞
在
施
設
と
し
て
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

　
安
田
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
は
、

唐
浜
地
区
及
び
東
島
地
区
の
一
部

の
配
水
管
敷
設
延
長
約
５
㎞
の
整

備
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
用
水
確
保
支
援
事
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保
全
な
ど
計
画
書
に
位
置
付
け
ら

れ
た
事
業
の
早
期
実
施
を
県
と
電

源
開
発
㈱
に
強
く
要
請
し
て
い
る
。

◆
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
◆

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を

核
と
し
た
１
次
産
業
の
活
性
化
を

主
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、
農

地
の
集
積
や
担
い
手
の
経
営
基
盤

強
化
、
生
産
物
の
６
次
産
業
化
に

よ
る
販
売
力
強
化
等
に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
の
施
策

と
連
携
し
て
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
を
目
指
し
、
環
境
制
御
等
、

先
進
技
術
導
入
を
推
進
し
て
、
高

収
量
・
高
収
益
に
つ
な
げ
、
農
業

化
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
・

検
討
を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
ほ

か
、
地
域
の
農
林
水
産
物
等
を
活

用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
地
産
外

商
を
推
進
す
る
販
売
促
進
活
動
へ

の
助
成
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い

く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
へ
の

返
礼
品
を
通
じ
て
本
町
を
応
援
い

た
だ
け
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と
同

時
に
、
豊
か
な
自
然
が
育
む
本
町

自
慢
の
特
産
品
を
外
商
に
つ
な
げ
、

生
産
者
等
の
所
得
向
上
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
と

し
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
と

あ
わ
せ
、
引
き
続
き
町
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

　
観
光
振
興
対
策
は
、
安
田
の
夢

プ
ラ
ン
推
進
会
や
高
知
県
東
部
観

光
協
議
会
等
の
既
存
組
織
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
日
本
遺
産
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
の
観
光
関
連
情

報
の
一
元
管
理
と
あ
わ
せ
、
町
内

周
遊
促
進
や
旅
行
商
品
の
造
成
な

ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
移
住
促
進
施
策
も
含
め
た

総
合
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。

　
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
安

田
朗
」
は
、
引
き
続
き
県
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
取
り
組
み
を
強
化
し
た
結
果
、

所
得
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
後
継
者
等
の
担
い
手
確
保
対
策

は
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
２

回
参
加
し
、
２９
組
３６
人
が
本
町
の

説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
県
農
業

担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
の
研
修
と

し
て
、
本
町
の
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

や
移
住
住
宅
が
見
学
さ
れ
る
な
ど
、

新
規
の
担
い
手
確
保
に
も
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
就
農
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
、
県
内
外
で
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
内
外
か
ら
新
規
就
農

の
確
保
と
受
け
入
れ
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
東
島
地
区
に
町
営

サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
１
棟
の
整
備
を

行
う
。

　
振
興
作
物
で
あ

る
マ
ン
ゴ
ー
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
で
の
人
気
も

高
く
、
安
田
の
も

の
づ
く
り
工
房
と

連

携

し
、
マ

ン

ゴ
ー
大
福
な
ど
の

販
売
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
安
定

し
た
品
質
や
収
量

の
確
保
に
は
、
既

存
施
設
で
は
構
造

上
限
界
が
き
て
お

り
、
先
進
的
な
技
術
栽
培
を
目
的

と
し
た
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
行
う
。

　
畜
産
業
は
、
昨
年
１
人
が
繁
殖

牛
経
営
で
の
新
規
就
農
を
し
て
お

り
、
引
き
続
き
経
営
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
県
の
事
業
を
活
用
し
、

経
営
の
安
定
化
を
支
援
す
る
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
協
議
会
を
中
心
に
国
や

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
計
画
的

な
捕
獲
や
駆
除
、
防
護
柵
の
設
置

な
ど
、
年
間
を
通
じ
た
被
害
防
止

対
策
を
推
進
す
る
。
特
に
被
害
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
サ
ル
対
策
は
、

小
川
地
区
が
県
事
業
の
支
援
対
象

地
区
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
生
息

状
況
調
査
を
継
続

し
て
実
施
す
る
。

　
林
業
振
興
対
策

は
、
新
た
な
森
林

吸
収
源
対
策
と
し

て
の
森
林
環
境
譲

与
税
が
県
と
市
町

村

に

譲

与

さ

れ
、

間
伐
や
人
材
育
成
、

担
い
手
確
保
及
び

木
材
の
利
用
促
進

な
ど
が
使
途
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
、

森
林
の
持
つ
水
源

か
ん
養
の
機
能
回

復
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
電
源
開
発
㈱
等
と
の
協

定
に
基
づ
く
協
働
の
森
づ
く
り
事

業
は
、
高
知
東
部
森
林
組
合
が
受

託
し
て
整
備
す
る
民
有
林
も
協
定

に
含
め
、
民
有
林
の
施
業
推
進
を

図
る
。

　
水
産
業
の
振
興
対
策
は
、
稚
魚

放
流
や
産
卵
場
の
整
備
に
よ
り
、

引
き
続
き
水
産
資
源
の
増
殖
対
策

に
取
り
組
み
、
漁
業
生
産
量
の
維

持
・
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
商
工
業
の
振
興
対
策
は
、
新
庁

舎
と
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
を
進
め
る
中
で
、
専
門
家
の
助

言
等
を
得
な
が
ら
商
店
街
の
活
性

遊休農地対策（薬用植物）

一昨年に整備されたJAサポ－トハウス
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知
名
度
や
人
気
が
着
実
に
上
昇
し

て
お
り
、
今
後
も
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
や
町
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等

に
よ
り
、
新
た
な
安
田
の
フ
ァ
ン

を
獲
得
し
、
町
へ
の
誘
客
を
促
進

す
る
。

　
安
田
川
ア
ユ
お
ど
る
清
流
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
本
年
２
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
高
知
県
の
観
光
施
策
で
あ

る
自
然
＆
体
験
型
観
光
推
進
の
機

運
に
乗
じ
、
施
設
整
備
や
管
理
運

営
の
見
直
し
を
通
じ
て
ア
ウ
ト
ド

ア
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て
再
生

し
、
町
全
体
の
観
光
振
興
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

◆
健
康
で
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
◆

　
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
る
、
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

地
域
住
民
の
参
画
で
運
営
協
議
会

を
開
催
し
、
運
営
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
安
心
生
活
創
造
事
業
は
、
各
地

域
の
集
会
所
等
で
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く

り
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
地
域
と
と
も
に
考
え
な
が

ら
持
続
可
能
な
地
域
生
活
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
昨
年
度
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に

看
護
専
門
職
員
を
配
置
し
、
独
居

振
興
に
関
す
る
大
綱
」
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
施
策
体
系
ご
と
の
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
り

取
り
組
む
。

　
認
定
こ
ど
も
園
事
業
は
、
本
年

１０
月
か
ら
国
制
度
に
よ
る
保
護
者

負
担
の
無
償
化
が
始
ま
る
が
、
本

町
で
は
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
町
単
独
事

業
に
よ
り
、
す
で
に
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
ニ
ー
ズ
増
加
傾
向
が

続
く
ゼ
ロ
歳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
の
確
保
に
努
め
、
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

　
学
校
教
育
で
は
、
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
結
果
等
に
よ
り
、
県

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
校
内
研

修
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
探
求

心
や
課
題
解
決
力
の
育
成
を
目
指

し
た
教
科
指
導
や
授
業
改
善
及
び

基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上
対
策
の

推
進
を
行
う
。

　
教
職
員
の
研
究
・
研
修
活
動
の

充
実
は
、
外
部
講
師
の
招
へ
い
に

よ
る
授
業
研
究
等
の
実
施
と
２
０

２
０
年
度
か
ら
の
小
学
校
英
語
の

教
科
化
に
伴
う
資
格
取
得
研
修
受

講
対
策
の
推
進
を
行
う
。

　
い
じ
め
・
虐
待
か
ら
命
を
守
る

不
登
校
対
策
の
充
実
は
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
、

高
齢
者
や
要
介
護
者
、
療
養
者
等
、

在
宅
生
活
で
支
援
の
必
要
な
方
に

対
し
、
派
遣
保
健
師
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
専
門
職
員
と

連
携
し
て
福
祉
・
介
護
・
医
療
と

一
体
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
も
住
民
の
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

づ
く
り
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
児
童
福
祉
対
策
は
、
就
学
前
の

保
育
・
教
育
、
地
域
子
育
て
支
援

の
量
的
拡
充
や
質
を
向
上
す
る
と

と
も
に
、
安
田
の
子
ど
も
の
育
ち

と
保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
、
児
童
医
療
費
の
無
料
及
び

保
育
料
の
完
全
無
料
を
引
き
続
き

実
施
し
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
や

す
だ
出
会
い
応
援

隊
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
結
婚
適
齢

期
の
若
者
を
対
象

と
し
た
専
門
家
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等

を
継
続
し
て
実
施

し
、
成
婚
者
の
増

加
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
多
子
世
帯

の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
第

２
子
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い

金
を
拡
充
し
て
お
り
「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち 

や
す
だ
」
と
し
て
、

若
年
層
に
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
出
生
率
の
増
加
を

目
指
す
。

　
国
保
の
状
況
は
、
国
保
財
政
運

営
の
県
一
元
化
に
伴
い
、
１０
年
ぶ

り
に
国
保
税
率
の
見
直
し
を
行
っ

た
が
、
農
業
所
得
等
の
伸
び
悩
み

も
あ
り
、
予
算
額
と
比
較
す
る
と

税
収
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
医
療
給
付
費
の
状
況
は
、
前
年

度
比
で
高
額
傾
向
で
あ
り
、
県
全

体
で
も
医
療
費
が
高
騰
し
、
平
成

３１
年
度
の
県
納
付
金
の
算
定
額
に

影
響
が
出
る
な
ど
、
国
保
会
計
の

財
政
が
一
段
と
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
は
、
第
２
期
デ
ー
タ
ー
ヘ

ル
ス
計
画
に
基
づ
き
、
特
定
健
診

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に
加
え
、

糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
対
策
な
ど

各
種
保
険
事
業
を
実
施
し
、
町
民

の
健
康
増
進
及
び
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
る
。

◆
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り
◆

　
目
指
す
べ
き
教
育
の
方
向
は
国
、

県
と
同
様
で
あ
る
べ
き
と
い
う
観

点
か
ら
、
平
成
２７
年
度
か
ら
３１
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定

し
た
「
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」

を
首
長
の
定
め
る
「
教
育
に
関
す

る
大
綱
」
と
し
て
決
定
し
、
こ
れ

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
成
３１
年
度
も
こ
の
基
本
計
画

に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基

づ
く
進
捗
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

　
幼
児
、
学
校
教
育
で
は
「
豊
か

な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
」
を
、

社
会
教
育
で
は
「
自
ら
進
ん
で
学

ぶ
教
育
の
推
進
」
の
２
つ
を
基
本

理
念
の
実
現
に
向
け
た
施
策
体
系

と
し
て
、
高
知
県
の
「
教
育
等
の

あったかふれあいセンタ－事業（不動集会所）
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児
童
・
生
徒
及
び
家
庭
へ
の
支
援

を
行
う
。

　
校
務
の
負
担
軽
減
に
よ
る
教
員

の
多
忙
化
解
消
及
び
情
報
の
確
実

な
共
有
・
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
学

校
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

運
用
を
開
始
す
る
。

　
地
元
産
米
購
入
費
の
補
助
に
よ

る
給
食
費
の
軽
減
及
び
地
産
地
消

の
促
進
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食

地
産
地
消
促
進
事
業
を
開
始
す
る
。

　
夢
と
個
性
あ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進
は
、
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業

と
中
学
生
に
よ
る
姉
妹
都
市
ス
ペ

イ
ン
の
モ
ン
テ
フ
リ
オ
と
の
交
流

事
業
な
ど
、
個
性
あ
る
学
校
づ
く

り
に
継
続
し
て
取
り
組
む
。

　
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、

各
種
文
化
教
室
や
講
座
の
開
設
、

地
域
の
学
習
活
動
を
支
援
し
な
が

ら
、
出
前
講
座
等
の
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
行
う
。

　
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進
は
、

寧
浦
全
国
色
紙
展
の
開
催
と
町
文

化
振
興
企
画
員
に
よ
る
歴
史
資
料

の
収
集
・
整
理
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
企
画
展
の
開
催
や
講

座
の
開
設
な
ど
、
郷
土
の
先
人
の

顕
彰
活
動
を
行
う
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
確

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
し
て
一

体
的
に
策
定
す
る
。

　
総
合
庁
舎
建
設
は
、
ま
も
な
く

実
施
設
計
が
完
了
と
な
る
が
、
受

注
者
と
の
諸
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

新
庁
舎
へ
の
入
居
を
予
定
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
と
郵
便
局
、
ま
た
、
議
会

や
消
防
団
と
の
諸
室
配
置
等
に
関

す
る
協
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
基
本

設
計
の
概
要
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
住
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
機
会
を
設

け
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
庁
舎
の
建
設
に
向
け
、
合

意
形
成
を
図
っ
て
き
た
。

保
に
努
め
な
が
ら
運
営
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
学
校
運
営
を
支
援
し
て
い
く
た

め
の
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

充
実
・
強
化
を
行
う
。

　
ふ
る
さ
と
文
化
の
保
存
・
継
承

で
は
、
指
定
文
化
財
の
定
期
的
な

巡
視
を
行
い
、
そ
の
管
理
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
価
値
を

有
す
る
住
宅
等
の
調
査
を
実
施
し
、

国
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
登
録
の

推
進
と
文
化
財
の
保
存
推
進
を
行

う
。
ま
た
、
史
跡
や
森
林
鉄
道
遺
産
、

化
石
発
掘
体
験
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
等
、

町
文
化
振
興
企
画
員
を
中
心
に
関

係
市
町
村
等
と
連
携
し
て
、
文
化

財
の
継
承
・
活
用
対
策
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

　
中
芸
の
ゆ
ず
と
森
林
鉄
道
日
本

遺
産
は
、
普
及
啓
発
事
業
と
し
て

日
本
遺
産
審
査
委
員
で
あ
る
丁
野

氏
を
講
師
に
招
き
、
本
年
１
月
９

日
に
中
芸
各
町
村
の
三
役
を
対
象

と
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

２
月
１３
日
に
は
人
材
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
各
町
村
若
手
職
員
を

対
象
に
講
演
及
び
５
町
村
ご
と
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
よ

る
日
本
遺
産
に
関
す
る
政
策
提
案

の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、

３
月
１８
日
に
は
「
中
芸
み
ん
な
の

日
本
遺
産
２
０
１
９
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

基
調
講
演
、
町
村
職
員
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ネ
ル
討

論
を
行
う
。

　
本
年
１０
月
に
高
知
県
で
開
催
す

る
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
県

外
か
ら
の
観
光
客
や
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
寄
港
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

中
芸
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
、

多
く
の
誘
客
を
図
れ
る
よ
う
事
業

展
開
し
て
い
く
。

　
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
３
年
目

を
迎
え
る
平
成
３１
年
度
は
、
国
の

補
助
金
「
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推

進
事
業
」
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
の
推
進
が
必

要
と
な
る
が
、
１１
月
に
実
施
さ
れ

た
日
本
遺
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
小

山
氏
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委

員
会
の
事
前
調
査
で
は
「
ゆ
ず
Ｆ

ｅ
Ｓ
」
の
取
り
組
み
が
高
評
価
を

得
て
お
り
、
引
き
続
き
「
産
・
官
・
学
・

民
」
が
一
体
と
な
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
方
式
に
よ
る
事
業
推
進
に
努
め

る
。

◆
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
◆

　
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
地
域
に

お
け
る
自
治
組
織
の
育
成
や
機
能

強
化
を
図
り
、
自
治
組
織
や
自
治

学
級
等
が
行
う
、
防
災
・
環
境
・

文
化
等
を
通
じ
た
地
域
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
対
す
る
支

援
を
行
う
。

　
ま
た
、
地
域
の
課
題
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
解
決
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
推
進
特
別
事
業
枠
」
の

充
実
を
図
り
、
地
域
の
人
た
ち
の

声
を
聞
き
、
と
も
に
考
え
、
時
代

に
即
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

る
。

　
町
施
策
の
根
幹
と
な
る
町
総
合

振
興
計
画
は
、
住
民
満
足
度
や
町

施
策
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の

住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、

計
画
案
に
町
の
将
来
を
担
う
若
い

世
代
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
中
学

生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
や
管
理
職

職
員
に
よ
る
事
業
評

価

等

の

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、

新
計
画
の
骨
子
策
定

を
進
め
て
い
る
。

　
平
成
３１

年
度
は
、

さ

ら

に

検

討

を

深

め
、
ま
ち
の
新
し
い

将
来
像
を
描
く
と
と

も
に
前
期
５
カ
年
の

重

点

施

策

を

次

期

「
ま

ち
・
ひ

と
・
し

新庁舎建設地
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平成31年度予算総額48億3,660万円を可決

一般会計　39億6,200万円

特別会計　  8億7,460万円

　
今
後
の
建
設
工
事
で
は
、
進
捗

監
理
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
住
民
の

生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
よ
う
、
ま
た
、
工
事
期
間
中
の

来
庁
者
や
学
校
関
係
者
等
の
安
全

確
保
に
努
め
る
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
中
山

を
元
気
に
す
る
会
を
主
体
に
、
毎

月
、
中
山
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
具
体
的
な
方
策
な
ど
の
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
、
自
然
薯
栽
培
の

普
及
や
山
芋
ま
つ
り
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
大
学
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
健
康
教
室
の
開

催
や
地
域
食
材
を

活
か
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

「
よ

っ

て

ん

屋
」

の
運
営
な
ど
、
地

域
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
活
動

を
充
実
し
、
若
者

か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
い
つ
ま
で
も

暮
ら
し
続
け
て
い

け
る
地
域
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
応
援

隊
は
、
３
月
末
で
１
人
が
退
職
し
、

２
人
体
制
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
応
援
隊
員
の
募
集
を
行
っ

て
い
く
。

　
旧
中
山
小
中
学
校
の
活
用
は
、

町
の
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
、
旧

中
山
小
中
学
校
活
用
検
討
委
員
会

で
５
回
に
わ
た
り
活
用
策
の
協
議

を
行
い
、
高
齢
者
福
祉
施
設
（
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
）、
映
像
村
、
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
の
複
合
施
設
と
し
て
活
用
す

る
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、
平
成
３１

年
度
に
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め

た
う
え
で
、
平
成
３３
年
度
を
め
ど

に
施
設
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

◆
平
成
31
年
度
町
一
般
会
計
及
び
特

別
4
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
簡
水
・

土
地
開
発
）
会
計
予
算
◆

問

　耐
震
化
を
行
う
商
工
会
の
建

物
の
活
用
方
法
と
所
有
権
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
土
地
は
町
が
寄
付
を
受
け
て

い
る
が
、
建
物
は
商
工
会
の
所
有

で
あ
り
、
そ
の
活
用
方
法
は
商
工

会
で
の
検
討
と
な
る
た
め
、
発
言

は
控
え
る
。

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
内

容
と
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

答
　
平
成
２７
年
実
施
時
と
は
違
い
、

消
費
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
で
あ

る
非
課
税
世
帯
並
び
に
３
歳
未
満

の
子
を
扶
養
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
、
２
万
円
で
２
万
５
千
円
分

の
商
品
券
が
購
入
可
能
と
な
り
、

１０
月
１
日
以
降
に
利
用
で
き
る
。

　
周
知
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
に
お
い
て
制
度
設
計
が

協
議
中
で
あ
り
、
決
定
し
だ
い
周

知
す
る
。

問

　キ
ャ
ン
プ
場
の
改
修
計
画
の

内
容
は
。

答
　
平
成
３１
年
度
に
キ
ャ
ビ
ン
等

を
改
修
し
、
平
成
３２
年
度

に
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
等
の

改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

問

　与
床
の
巡
回
道
路
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
要
望
を
受
け
、
委
託

設
計
を
発
注
し
調
査
し
た

が
、
地
元
の
望
む
ル
ー
ト

で
は
、
県
道
か
ら
町
道
間

の
こ
う
配
が
道
路
法
を
ク

リ
ア
で
き
ず
、
測
量
結
果

を
も
と
に
、
地
権
者
の
協

力
を
願
い
、
再
度
協
議
を

行
う
。

問

　園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備

改修予定のキャンプ場

質

疑
当
初
予
算
審
議

集落活動センター（ピラティス）
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完
了
時
期
は
示
せ
な
い
状
況
で
あ

る
。

問

　中
芸
北
上
線
の
進
捗
状
況
並

び
に
路
面
舗
装
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
総
計
画
延
長
１
５,
５
０
０
ｍ

の
う
ち
１
４,
６
４
３
ｍ
を
整
備
し

て
お
り
、
残
り
９
０
０
ｍ
を
切
っ

て
い
る
が
、
年
間
１
０
０
ｍ
足
ら

ず
の
進
捗
で
あ
り
、
引
き
続
き
早

期
完
成
に
向
け
要
望
し
て
い
く
。

　
ま
た
舗
装
は
、
栄
峯
地
区
ま
で

と
、
そ
の
以
北
も
一
部
が
完
了
し

て
い
る
が
、
開
通
時
期
と
あ
わ
せ
、

全
線
整
備
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

問

　や
す
だ
出
会
い
応
援
隊
事
業

工
事
は
、
ど
こ
へ
建
て
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
規
模
は
。

答
　
新
規
就
農
者
が
研
修
後
に
実

践
に
移
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ

ス
整
備
で
、
町
が
東
島
地
区
に
約

１６
ａ
の
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る
計
画

で
あ
る
。

問

　特
定
優
良
賃
貸
住
宅
（
コ
ー

ポ
ニ
ュ
ー
中
山
）
へ
の
家
賃
補
助

の
金
額
や
期
間
は
。

答
　
平
成
９
年
に
建
設
さ
れ
、
特

定
優
良
賃
貸
住
宅
家
賃
減
額
補
助

金
の
対
応
年
数
が
３０
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
期
間
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
、
平
成
４０
年
ま
で
毎

年
６
１
９
万
２
千
円
を
支
払
い
、

そ
れ
以
降
は
町
の
管
理
と
な
る
。

問

　国
土
地
籍
調
査
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
完
了
時
期
は
。

答
　
平
成
１０
年
度
に
着
手
し
、
平

成
３４
年
度
ま
で
の
２５
年
計
画
で
実

施
中
で
あ
り
、
平
成
３０
年
度
末
で

約
５３
％
の
完
了
見
込
み
で
あ
る
。

　
進
捗
等
の
遅
れ
の
要
因
は
、
事

業
実
施
市
町
村
の
増
加
と
防
災
重

点
地
区
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
の
要
望
額
に
対
し
て
、
約
８

割
の
国
費
配
分
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
計
画
を
再

精
査
し
た
う
え
で
調
査
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
現
在
、

の
成
果
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
未
婚
の
男
女
が
出
会
い
の

き
っ
か
け
を
作
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
団
体
へ
補
助
を
し
て
お
り
、

近
年
は
独
身
男
性
を
対
象
に
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
人
材
育
成
の
た
め
、
自
己
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
成
婚
実
績
は
３
〜
４
組

で
あ
る
。

問

　身
体
障
が
い
者
の
雇
用
は
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
役
場
で

の
雇
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
障
が
い
者
の
雇
用
人
数
は
職

員
数
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
。
現
在
の

正
規
職
員
で
の
雇
用

は
な
い
が
、
そ
の
他

の
職
員
の
雇
用
を
含

め
る
と
雇
用
率
は
達

成
で
き
て
い
る
。

問

　ト
ン
ネ
ル
長
寿

命
化
計
画
策
定
と
、

森
林
鉄
道
日
本
遺
産

と
の
関
連
性
は
。

答
　
平
成
３０
年
度
に

法
で
定
め
ら
れ
た
点

検
結
果
を
基
に
、
平

成
３１
年
度
は
部
分
改

修
等
、
施
設
の
維
持
・

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
を
行
い
、

そ
の
後
整
備
に
あ
た
り
、
日
本
遺

産
と
の
協
議
も
必
要
と
な
る
。

問

　水
道
事
業
の
民
間
委
託
へ
の

考
え
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
、
民
間
へ
の
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
・

検
討
中
で
あ
り
、
特
に
中
山
地
区

に
は
流
下
式
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

住
民
に
負
担
が
か
か
る
よ
う
で
あ

れ
ば
適
用
は
難
し
い
。

問

　緊
急
間
伐
総
合
支
援
事
業
の

内
容
と
事
業
費
の
負
担
割
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
事
業
主
体
は
高
知
東
部
森
林

組
合
と
な
り
、
自
伐
林
家
に
対
し
、

８
万
円
／
ｈａ
の
補
助
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
３１
年
度
は
、
５
ｈａ
の
整

備
計
画
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
文
議
員

　
平
成
３１
年
度
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見

を
述
べ
る
。

　
厳
し
い
社
会
経
済
状
況
の
中
、

平
成
３１
年
度
一
般
会
計
予
算
案
３９

億
６
２
０
０
万
と
い
う
大
型
予
算

が
編
成
さ
れ
て
い
る
。
住
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
住
民
の
幸

せ
と
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
執
行
部
の
意
欲
が
あ
る
予
算

編
成
に
対
し
、
ま
ず
は
敬
意
を
表

し
た
い
。

　
い
よ
い
よ
始
ま
る
庁
舎
建
設
事

業
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
住
民
す
べ
て
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
施

策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
事
業
化
し
、

安
田
町
の
未
来
を
展
望
し
た
予
算

で
あ
る
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
、
住
民
、
議
会
、
執
行
部

一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
を
期
待
し
、
私
の
賛
成
意
見

と
す
る
。

　
議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
お
願
い

す
る
。

　
　
　
　
　
　
小
松
（
憲
）
議
員

　
議
案
第
１３
号
平
成
３１
年
度
町
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
で
意
見
を
述
べ
る
。

　
黒
岩
町
長
、
４
年
目
を
迎
え
る

平
成
３１
年
度
当
初
予
算
を
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
子
育
て
支
援
、

産
業
・
地
域
振
興
対
策
、
南
海
地

震
対
策
、
中
山
間
対
策
な
ど
の
ほ

か
、
社
会
基
盤
整
備
事
業
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
特
別
枠
な
ど
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
建
設
に
取
り
か
か
る
新

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
日
本

家賃補助が続くコ－ポニュ－中山

賛
成
討
論

賛
成
討
論
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補

正

予

算

内

容

各
地
で
大
規
模
地
震
が
頻
発
し
て

お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
を

含
め
、
町
民
の
安
心
・
安
全
を
支

え
る
防
災
拠
点
と
し
て
早
期
の
完

成
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
喫
緊
の
行
政
課
題
に
重
点
的

に
対
応
す
る
た
め
の
当
初
予
算
が

編
成
さ
れ
て
お
り
、
原
案
ど
お
り

平
成
３１
年
度
当
初
予
算
が
成
立
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
私
の
賛
成
意

見
と
す
る
。

　
議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
お
願
い

す
る
。

審
議
結
果
…

●
一
般
会
計

　
　
　
　
　賛
成
多
数
（
可
決
）

●
特
別
4
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
簡
水
・

土
地
開
発
）
会
計

　4
件
と
も
全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

　
職
員
の
職
務
分
類
表
に
位
置
付

け
て
い
る
級
を
ま
た
が
っ
た
同
一

職
種
に
つ
い
て
、
国
の
指
導
に
基

◆
平
成
30

年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4
会
計
（
国
保
・
後
期
高
齢
・

簡
水
・
土
地
開
発
）
補
正
予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
6
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
に
よ
る

総
括
的
な
追
加
、
更
正
を
行
う
も

の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
来
年
度
以
降
の
国
の
地
方
財
政

対
策
の
影
響
を
考
慮
し
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
不
用
額
の
整
理

○
国
・
県
補
助
金
等
、
歳
入
全
般

に
わ
た
る
追
加
、
更
正
及
び
将

来
の
財
源
確
保
対
策
と
し
て
の

各
種
基
金
の
調
整

総
額
９
８
７
０
万
円
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　32
億
7
2
0
万
円

　
な
お
、
実
施
及
び
計
画
事
業
の

う
ち
、
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
、
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援

事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
等
、
１２

事
業
に
つ
い
て
、

国
の
補
正
予
算
対
応
や
他
工
事
と

の
調
整
な
ど
か
ら
、
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
執
行
す
る
繰
越
明
許
の

措
置
を
執
る
。

づ
き
、
職
員
の
経
験
や
職
責
に
応

じ
、
明
確
な
区
分
表
記
に
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
を
見
直
す
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
長
時
間
労
働
の
是
正
を
目
的
に
、

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
に
準
じ

た
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
超
過
勤

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
上
限
時

間
等
、
時
間
外
勤
務
に
関
し
必
要

な
事
項
を
追
加
し
、
職
員
の
健
康

管
理
の
増
進
と
職
場
環
境
の
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
貸
付
利

率
の
引
き
下
げ
、
償
還
方
法
の
拡

充
、
保
証
人
の
要
件
緩
和
な
ど
、

被
災
者
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る

も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
◆

　
過
疎
計
画
の
主
要
項
目
「
教
育

の
振
興
」
に
つ
い
て
、
安
田
小
中

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策
事
業

及
び
空
調
設
備
設
置
事
業
に
、
国

か
ら
過
疎
対
策
事
業
債
の
予
算
配

分
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
本
計

画
に
位
置
付
け
、
一
部
変
更
す
る

も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
町
道
路
線
の
変
更
◆

　
下
町
谷
川
で
の
県
営
砂
防
事
業

が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
町
道
小

野
山
線
の
起
点
を
変
更
し
、
町
道

上
町
八
幡
線
と
接
続
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
生
活
道
と
し
て
利
便
性
の

向
上
等
、
公
共
福
祉
に
供
す
る
た

め
、
路
線
変
更
す
る
も
の
。

問

　八
幡
宮
西
側
の

道
路
を
拡
幅
整
備
し

た

道

に

つ

な

ぐ

の

か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。

審
議
結
果…

全
員
賛

成
（
可
決
）

質

疑

改修中のブロック塀

過

疎

計

画

内

容

町

道

認

定

内

容

内

容

内

容

条

例

改

正

内

容
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◎
国
保
会
計
（
第
3
号
）

○
保
険
給
付
実
績
、
補
助
・
交
付

金
等
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
増

額
補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　5
億
2
5
8
0
万
円

◎
後
期
高
齢
会
計
（
第
1
号
）

○
保
険
料
の
実
績
見
込
み
等
に
伴

う
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
増
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　
　5
3
0
8
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
2
号
）

○
水
道
施
設
整
備
事
業
の
確
定
に

伴
う
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　2
億
3
8
9
万
円

◎
土
地
開
発
会
計
（
第
1
号
）

○
分
譲
用
地
の
取
得
実
績
に
伴
う

減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　81
万
円

審
議
結
果…

5
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

濵口智惠男議員

濵
口
議
員

　１
回
目
の
提
案
的
、
質
問
は
31

年
前
（
昭
和
63

年
12

月
）
の
議
会
で
、

２
回
目
は
、
平
成
８
年
９
月
で
、

同
じ
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
、
当

時
の
西
岡
教
育
長
は
、
次
の
よ
う

な
答
弁
で
あ
っ
た
。

　「
人
間
は
１
日
に
３
回
以
上
感
動

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
感
を
育
て
、

あ
る
い
は
磨
い
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
。
感
動
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
心
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ

て
、
そ
の
広
が
り
は
、
そ
の
ま
ま

人
生
の
幅
の
広
が
り
に
つ
な
が
り
、

多
く
の
発
想
の
根
源
が
そ
こ
か
ら

持
た
さ
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　過
去
、
社
会
教
育
活
動
の
場
に

お
い
て
安
田
太
鼓
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
地

域
で
の
成
熟
度
が
も
う
少
し
と
い

う
状
況
に
あ
っ
た
の
と
、
併
せ
て

経
済
的
な
問
題
も
あ
っ
て
か
、
達

成
に
至
ら
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

　現
在
で
は
、
地
域
で
お
ん
ち
ゃ

ん
バ
ン
ド
と
い
う
組
織
も
で
き
て

い
る
し
、
ま
た
音
楽
感
性
の
向
上

を
も
十
分
に
考
え
合
わ
せ
、
と
も

に
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
」

（
安
田
町
議
会
だ
よ
り
抜
粋
）

と
実
践
的
な
教
訓
等
が
発
言
さ
れ

た
。　最

近
、
芸
西
村
や
北
川
村
、
室

戸
市
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
町
で
も
行

政
の
事
業
と
の
関
連
で
安
田
太
鼓

の
育
成
は
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
教
育
長

　
敬
老
会
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
安
田
太
鼓
の
実
現
を

熱
く
希
望
さ
れ
て
い
る
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　
太
鼓
の
音
・
拍
子
で
感
動
を
覚

え
る
こ
と
は
、
五
感
を
育
て
て
磨

く
こ
と
に
お
い
て
も
非
常
に
有
意

義
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
新
し
い
文
化
、
特
に
こ
の

芸
術
や
文
化
に
つ
い
て
、
創
造
に

は
担
い
手
と
な
る
地
域
住
民
の
機

運
が
高
ま
る
こ
と
が
何
よ
り
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
。

　
以
前
の
質
問
の
際
に
は
「
担
い

手
と
な
る
住
民
の
機
運
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
終
わ
っ
た
答
弁
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
時
代
の
流

れ
も
あ
り
、
地
域
住
民
が
太
鼓
グ

ル
ー
プ
を
結
成
す
る
よ
う
な
動
き

は
残
念
な
が
ら
把
握
し
て
お
ら
ず
、

安
田
太
鼓
の
実
現
の
機
運
は
生
じ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　
安
田
町
の
伝
統
芸
能
と
し
て
は
、

４
０
０
年
以
上
前
か
ら
継
承
さ
れ

て
き
た
小
川
の
獅
子
舞
が
あ
る
が
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
テ

ガ
イ
手
と
な
る
子
ど
も
が
地
域
に

い
な
く
な
り
、
一
時
活
動
を
停
止

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
伝
統
芸
能

と
し
て
存
続
さ
せ
た
い
と
の
地
域

の
思
い
を
受
け
、
安
田
小
学
校
の

ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し
て
位

置
付
け
、「
小
川
獅
子
舞
体
験
学
習
」

を
行
う
な
ど
、
伝
統
文
化
継
承
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
小
川
の
獅
子
舞
に

つ
い
て
も
現
時
点
で
は
体
験
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
確
保

に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
伝
統
芸
能
に
限
ら
ず
、
新
し
い

文
化
の
創
造
に
は
担
い
手
の
自
発

的
な
活
動
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
安
田
太
鼓
の
実
現
に
つ
い

て
も
、
担
い
手
と
な
る
地
域
住
民

の
「
や
ろ
う
」
「
や
り
た
い
」
と
い

う
思
い
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
町
、
そ
し
て
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
も
支
援
の
一
つ
と
考
え
て
い
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
住
民

の
需
要
を
見
定
め
つ
つ
、
で
き
る

支
援
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

「
安
田
太
鼓
」
の
実
現
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
需
要
を
見
定
め
、
で
き
る
支
援
を
検
討
す
る

ＱＡＱＡ
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井ノ岡地区工事現場視察

質

疑

内

容 第
1
回
臨
時
会

　
平
成
３１
年
２
月
１５
日
開
会
、
契

約
締
結
議
案
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
審
議
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

◆
安
田
漁
港
災
害
復
旧
工
事
（
契
約
）
◆

　
台
風
２４
号
に
よ
り
被
災
し
た
安

田
漁
港
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の

機
能
回
復
を
行
い
、
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
東
防
波
堤
は
、
堤

前
面
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
１
５
７
個

の
製
作
・
据
付
と
、
堤
上
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
復
旧
を

行
い
、
防
波
堤
は
、
堤
前
面
の
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
９
個
の
製
作
・
据
付

を
行
う
。

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
㈱
龍

生 

代

表

取

締

役 

近

澤

克

昌

と

８
９
５
３
万
２
千
円
で
契
約
。

問

　入
札
辞
退
業
者
へ
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
あ
る
の
か
。

答
　
入
札
辞
退
業
者
へ
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
な
い
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

契
約
締
結
・
変
更

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
３１
年
２
月
２６
日

調
査
事
項

①
平
成
３０
年
度
総
務
課
・
地
域
創
生
課
・
教
育

委
員
会
の
主
要
事
業
執
行
状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
地
域
創
生
課
、
教
育
委
員
会
か
ら

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を

行
い
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
今
後
県
か
ら
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
り
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
公
表
後
は
、
早
急

に
、
地
元
住
民
へ
の
周
知
・
説
明
を
行
う
こ

と
。

◎
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
通
学
路
変
更
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

日
時
　
平
成
３１
年
２
月
２７
日

調
査
事
項

①
平
成
３０
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課
の

主
要
事
業
執
行
状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を
行
い
、
次

の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
住
宅
使
用
料
及
び
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金

の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
さ
ら
な
る
徴
収
に
努
め
る
こ

と
。

◎
粗
大
ご
み
仮
置
場
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
に
十
分
な
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
案

内
看
板
等
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

移設される不燃物仮置場
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6
日
＝
中
芸
広
域
連
合
消
防
出
初

め
式
　
　
　
　
（
田
野
町
）

　
　
　
安
田
町
火
鎮
祭

8
日
＝
議
員
協
議
会

25

日
＝
中
芸
地
区
町
村
長
・
議
長

及
び
商
工
会
正
副
会
長
意

見
交
換
会
　
　
（
田
野
町
）

26

日
＝
公
明
党
東
高
知
総
支
部
賀

詞
交
歓
会
　
　
（
南
国
市
）

30

日
＝
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　―

　2

　月

　―

1
日
＝
2
0
1
9
年
南
国
土
佐
観

光
び
ら
き
　
　
（
高
知
市
）

5
日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
　
　
（
東
洋
町
）

　
　
　
海
部
郡
・
安
芸
郡
町
村
議

会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

（
東
洋
町
）

6
日
＝
高
知
県
土
木
部
長
へ
の
要

望
活
動
　
　
　
（
高
知
市
）

8
日
＝
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

21

日
＝
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

第
70

回
定
期
総
会（

高
知
市
）

　
　
　
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議

会
議
長
大
会
及
び
意
見
交

換
会
　
　
　
　
（
高
知
市
）

25

日
＝
天
皇
陛
下
御
在
位
30

年
記

念
式
典
　
　
　
（
高
知
市
）

26

日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
第
48

回
安
田
町
人
権
教
育

研
究
協
議
会
集
約
大
会

27

日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

28

日
＝
議
員
協
議
会

　
　
　
第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
安
芸
市
）

　
　
　―

　3

　月

　―

1
日
＝
高
知
県
立
中
芸
高
等
学
校

卒
業
式
　
　
　
（
田
野
町
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

2
日
＝
室
戸
市
制
施
行
60

周
年
記

念
式
典
　
　
　
（
室
戸
市
）

　
　
　―

　12

　月

　―

9
日
＝
な
か
や
ま
山
芋
ま
つ
り

20

日
＝
第
4
回
中
芸
広
域
連
合
議

会
定
例
会

（
中
芸
広
域
体
育
館
）

　
　
　
安
田
川
水
系
資
源
保
護
推

進
協
議
会
総
会
（
馬
路
村
）

　
　
　
主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・

魚
梁
瀬
公
園
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
総
会（

馬
路
村
）

21

日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
　
（
奈
半
利
町
）

25

日
＝
第
3
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
臨
時
会

（
奈
半
利
町
）

　
　
　―

　1

　月

　―

3
日
＝
体
育
始
め

　
　
　
成
人
式

議
会
の
う
ご
き

質

疑

内

容

 

◆
平
成
30

年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　
当
面
、
そ
の
執
行
に
緊
急
を
要

す
る
必
要
が
生
じ
た
事
項
に
つ
い

て
、
追
加
の
措
置
を
行
う
も
の
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
野
生
鳥
獣
に
強
い
県
づ
く
り
事

業
を
活
用
し
た
サ
ル
用
の
防
護

柵
購
入
費
用
の
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４０
万
円

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
歳
出
経

費
の
更
正

　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

○
庁
舎
建
設
工
事
の
監
理
業
務
実

施
に
向
け
た
平
成
３２
年
度
ま
で

の
債
務
負
担
行
為
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　33
億
5
9
0
万
円

問

　庁
舎
工
事
の
監
理
業
務
の
内

容
は
。
ま
た
資
料
の
閲
覧
は
で
き

る
の
か
。

答
　
設
計
書
の
確
認
や
工
事
の
施

工
監
理
と
工
程
検
査
並
び
に
中
間
・

完
成
検
査
等
の
業
務
と
な
る
。

　
ま
た
資
料
の
閲
覧
は
、
公
文
書

の
開
示
手
続
き
に
よ
り
可
能
で
あ

る
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

補

正

予

算
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安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
川

　柳

中

　
　淑
美

「
が
っ
か
り
」
と

　言
う
大
臣
に

　が
っ
か
り
し

世
の
親
に

　ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

　爪
の
垢

西
岡

　益
子

春
一
番

　愛
す
る
猫
も

　花
粉
症

ひ
な
祭
り

　フ
ラ
ン
ス
遍
路
も

　笑
顔
く
れ

小
松
由
加
子

還
暦
の

　努
力
も
む
な
し

　貯
金
帳

ご
め
ん
な
さ
い

　仏
具
で
遊
ぶ

　孫
二
才

西
岡
佐
千
子

僕
の
春

　ピ
カ
ピ
カ
光
る

　一
年
生

玄
関
に

　春
の
笑
顔
が

　出
迎
え
る

長
戸

　寿
子

遍
路
笠

　夕
日
に
送
ら
れ

　急
ぎ
足

平
成
の

　努
力
の
力
士

　豊
ノ
島清

岡

　恭
子

食
事
時

　だ
け
戸
が
開
く

　老
夫
婦

こ
こ
だ
け
の

　話
が
闊
歩
し

　瓦
版
に

和通信
なごみ

　春の日差しを浴び、庭の木々も芽吹き始め、小野山の桜も満開となりまし
た。その下をピカピカの1年生が大きなランドセルを揺らしながら登校する姿
が見られそう．．．。
　企画展【六世竹本土佐太夫の軌跡展】は好評のうちに３月２４日をもって終
了となりました。
　3月21日には、関連企画六世竹本土佐太夫追善人形浄瑠璃文楽安田町公
演を開催して、多くの方々に文楽を堪能していただきました。
　４月１３日(土)より新企画展【安田町 旧中山村役場文書調査 成果展Ⅰ～旧中
山村 里の実り 山の恵み～】を開催します。
　見ごたえある展示ですのでご期待、ご来館くださいませ。一同お待ちしてお
ります。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
        （高校生以下、障害者手帳提示者無料）
休 館 日／火曜日（4月30日は開館）

安田町大字安田１６７４－１ ☎・FAX 38-3047
安田町歴史･文化･観光ナビサイト なごみの旅
 http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安田町議会議員選挙安田町議会議員選挙
投票日　4月21日（日）

投票時間は午前7時から午後7時まで

お父さん、お母さん、ありがとう！わたし、1歳になりました。

大きく
　なったでしょ！

今月号では平成３０年３月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。

３月２日生まれ

横田　璃碧ちゃん

（安田）父：拓哉さん

　　　  母：柚樹さん

お兄ちゃんと仲良く元気に大き

く育ってね

り　あ

　投票日当日、仕事や外出により投票

できない人は、期日前投票ができます

ので、仕事帰りなど、都合に合わせて

事前に投票を済ませましょう。

●期日前投票所　　役場町民相談室

●期日前投票期間　４月１７日（水）から４月２０日（土）まで

●期日前投票時間　午前８時３０分から午後８時まで

【問い合わせ先】　町選挙管理委員会（役場総務課　内）☎３８－６７１１


